
課題管理実施報告書 

報告日：09年 6月  20日 

プログラム アジア科学技術の戦略的推進:アジア科学技術コミュニティ形成戦略 

課題名 第5回SEE Forum―世界再生可能エネルギー会議2009 

実施日 2009年5月17 日(日) ～2009年5月22 日(金) 

場所 Pullman Bangkok King-power and BITEC, Bangkok, Thailand 

形式 一般公開・シンポジウム・セミナー・講演会・ワークショップ・その他（    ） 

展示物：有（機器・設備 パネル ビデオ上映 体験型 その他（    ）） 無 

対象者 一般  学生（中学・高校・大学）  その他（     ） 

来場者 人数：３５０ 名、（内訳：２５カ国：日本、ASEAN(10カ国)、インド、中国、韓国、欧米、

南アフリカ 等） 

周知方法 新聞 雑誌 学会誌 ﾒﾃﾞｨｱ取材 ﾌﾟﾚｽﾘﾘｰｽ HP, メール発信 その他（     ） 

実施者 

 

○実施取り纏め者を記載 

京都大学 グローバルＣＯＥプログラム“地球温暖化時代のエネルギー科学拠点” 

The Joint Graduate School of Energy and Environment (JGSEE), タイ 

SEE Forum 

内容 ○実施内容を具体的に記載 

２００９年5月17日（日）から22日（金）の6日間にわたって第5回持続可能なエネルギーと環境

フォーラム（Sustainable Energy and Environment Forum; 略称 SEE Forum）とWorld Renewable

 Energy Congress 2009-Asiaを連動してタイ、バンコクにて開催した。5月17日－18日はSEE Foru

m活動における枠組みを議論する場とし、19日－21日は個別の研究に関する情報交換を行うテク

ニカルセッション実施した。また、２１日午後には第5回SEE Forum会合の取りまとめを行い、会議

結語として”Bangkok Initiative 2009”を採択した。具体的なプログラムを下記に示す。 

5月17日（日）午後 

Japan SEE Forum・SEE Forum事前会合（全体会合議題の確認） 

吉川暹議長の下、第５回SEE Forumに出席するJapan SEE Forumメンバー約２０名が集い、SE

E Forum推進の協力を呼びかけると共に、全体会合の打ち合わせを実施した。また、Thai SEE F

orumの議長であるBundit（JGSEE所長）グループも参加し、Japan-Thai SEE Forumの交流を行

い、18日以降の会議に向けて協力内容を確認した。 

5月18日（月） 

第５回SEE Forum会合（於：Pulluman Bangkok King-power） 

 地域共通課題である地球温暖化問題およびエネルギー安全保障問題解決のためグローバルに

環境調和型エネルギーの導入を目指し、「新エネルギーイニシアティブ」の実現に向けてアジア１２

カ国（日本、ASEAN10カ国、インド）から７６名の参加者が集い、会議を開催した。本会合では特

に、京都大学が国内外連携のハブとなり、各国の研究者が自由に参加し情報交換を実施で

きるSEE Forumの枠組みを各国で整備するとともに、エネルギー・環境技術に関する各分野

での共同研究協力をより具体的なものとするために、各分野でのラウンドテーブルミーティン

グを開催し、NOE(ネットワーク・オブ・エクセレンス)を形成し、共同研究提案内容を検討して

いく事を確認した。さらに、アジア発の大学・研究機関を中心とした国際組織であるNECSEを

整備し、組織的にエネルギー・環境分野に特化した人材育成を実施していくことを確認した。



会議プログラムを下記に示す。 

 



  会議開会では、吉川暹（SEE Forum議長・京大名誉教授）、Bundit Fungtammasan (SEE Foru

m議長・JGSEE学長)、池島耕（ＪＳＰＳバンコクセンター長）、黒田清彦（文部科学省 科学技術・学

術政策局 国際交流官付 国際研究専門官）による歓迎の挨拶がなされた。 

  最初のレポーティングセッションでは、すでにNational SEE Forum設立を推進している、日本、

インドネシア、ベトナム、フィリピン、インドの代表が各国のSEE Forum活動報告を行った。インド代

表のV. K. Vijay（インド工科大学デリー・助教授）からは前回インドでのSEE Forum事務局として、

会議結果報告を行った。また、インドネシア代表のSudharto P. Hadi（ディポネゴロ大学・教授）、ベ

トナム代表のLuu Duc Hai（ベトナム国立大学・ハノイ・教授）より次回の第６回、７回SEE Forum開

催案内が行われた。更に、八尾健（京都大学エネルギー科学研究科長、GCOEリーダー）よりエネ

ルギー科学研究科およびＧＣＯＥの活動紹介がなされた。 

 次の議題では、京都大学が提案した大学・研究機関コンソーシアムで、組織レベルで参画



し教育・研究連携協力を推進するNew Energy Consortium for Sustainable Environment

 (NECSE)について、京都大学より石原慶一（エネルギー科学研究科・教授）より、SEE Foru

mとNECSEの関係および、NECSE設立実現に向けたアクションプランが提示された。それを

受け、Nantana Gajaseni（ASEAN University Network(AUN)議長）よりAUN-BOT会合での

NECSE提案結果につき報告がなされた。AUN-BOT会議では、全会一致でNECSE設立に向

けてAUN参画大学の協力が得られことが表明された。 

 次の議題では、SEE Forum独自のエネルギー・環境分野における国際ジャーナル誌の発行を目

指し、Sirintorothep（JGSEE, Deputy Director）より、現状報告がなされた。本ジャーナルは、JGSE

Eがこれまで発行してきたアジア地域版であるAsian Journal of Energy and Environment (AJEE)

を母体として、国際誌へと発展を目指すものであり、編集委員、査読者への参加協力等が要請さ

れた。また、最後の議題では、SEE Forumの円滑な推進および、持続性の向上を目指したSEE Fo

rum若手研究者ネットワーク設立につき、Nuki Agya Utama (京大ＧＣＯＥ研究員)より提案がなさ

れ、各参画機関より若手研究者の選定が要請された。 

 

写真：（左）黒田清彦国際交流専門官、（中央）池島耕JSPSバンコクセンター長、（右）会場風景 

 

  午後にはNOE構築を実現するために、各国で優先度が高いテーマ（太陽エネルギー、バイオ

エネルギー、クリーンコール技術、エネルギー政策研究等、エネルギー材料）に分けたラウンドテ

ーブルグループ会合を開催した。各テーブルには、Japan SEE Forumメンバーを中心にコーディ

ネーターとなる研究者及び、SEE Forum若手研究者がアシスタントを務め、参加者間の情報交換

を促進し、可能な共同研究につき議論した。個別のラウンドテーブルミーティングに先立って、西川

よし一（京大名誉教授・応用科学研究所理事長）よりNOEコンセプトが披露された。引き続き、政

府・ファンディング機関からの情報提供として、黒田清彦（文部科学省 科学技術・学術政策局 国

際交流官付 国際研究専門官）より「日本の科学技術政策および国際協力への展望」が紹介され

た。更に、JICAタイ事務所の伊藤民平（タイＪＩＣA所員）より「JICA活動紹介‐科学技術協力‐」、JSP

Sの長谷川博之（プロジェクトマネージャー）よりJSPS-JICAファンディングスキームにつき紹介がなさ

れた。最後に、神本正行（産業技術総合研究所関西センター長）より、「エネルギー技術に関する

国際協力事業」の紹介がなされた。個別のNOEラウンドテーブル会合では、それぞれの分野で活

発な議論がなされ、会議終了後には其々のテーブルより、会議まとめ及び、今後の方針案が提示

された。 

 最後のセッションでは、吉川暹議長の下、第5回SEE Forum会議結語案として、”バンコクイニシ

アティブ 2009”の草案が提示され、引き続き２１日のサーマリーセッションに向けて調整が進められ

ることとなった。 

 本会議終了後は、アジアホテルにて懇親会を開催し、参加者間の交流を促進した。本懇親会に

は、前AUN議長であり、現在、タイ高等教育省（CHE）のDeputy-Secretary GeneralであるPiniti Ra



tananukul氏も参加し、歓迎の挨拶・乾杯を行った。全体として、非常に友好的な会合であった。 

 

写真：（左）NOEラウンドテーブル、（中央）Dr. Nantana Gajaseni AUN議長、（右）吉川暹議長 

 

5月19日－21日 

World Renewable Energy Congress 2009-Asia（テクニカルセッション） 

 京都大学はタイ国エネルギー環境合同大学院大学（ＪＧＳEE），CMP-Media (Thailand)と協力し

てWorld Renewable Energy Congress 2009-Asiaを開催した。本会議の実行事務局は、JGSEE,C

MPが実施し、京都大学は技術的協力を行った。本国際会議には世界２５カ国以上から２５０件の

発表が集まった。 

 初日の開会では、会議実行委員長であるDr. Bundit Fungtammasan (JGSEE Director), Dr. K

rissanapong Kirtikara（WREC国際諮問委員長）, Dr. Ali Sayigh(WREN議長)がご挨拶され、日本

からは櫻井繁樹(文部科学省審議官（研究開発局担当）)が代表してご挨拶された。その後、５件の

基調講演が行われ、午後からは６つのパラレルセッションに分かれて活発な研究発表・情報交換

が行われた。また、同日行われたレセプションには、在タイ日本大使館から小町恭士特命全権大

使も参加された。 

 ２０日はタイ国政府よりDr. Wannarat Chamnukul エネルギー大臣をお招きし、WREC-2009Asia

の開会式典を執り行った。冒頭では、Mr.Manu Leopairote (CMP-Media代表), Dr. Kraiwood Ki

ttikomol (KMUTT学長)、吉川潔（京都大学理事・副学長）、Dr. Ali Sayigh (WREN議長)、Dr. Fa

iq Billal (ISESCO 所長)、更に小町恭士特命全権大使がご挨拶をなされた。その後、タイ国エネ

ルギー大臣を含め、５件の基調講演が行われた。その後、６つのパラレルセッションに分かれて研

究発表・情報交換が行われた。２１日は４件の基調講演の後、引き続きパラレルセッションにて最終

日まで活発な議論が行われた。クロージングセッションでは、ポスター賞の授賞式も行われ、福田

将虎（京都大学GCOE特定助教）がベストポスター賞を受賞した。クロージングセレモニーまで会場

は満員となり、WREC-Asia国際会議は成功裏に終わった。会議終了後は、同会場にて懇親会が

行われ、タイ伝統舞踊の披露等があり、最後まで友好的なムードでの交流が行われた。 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 



 

5月21日（木）午後 14:00 – 16:00  

第5回SEE Forumサーマリーセッション（バンコクイニシアティブ採択） 

吉川暹、Bundit両議長の下、１８日の会合で示した、“バンコクイニシアティブ2009”草案を元に、会

議結語につき調整が行われた。特に、SEEフォーラム国際誌の編集委員の構成等につき議論が行

われ、最新の「エネルギー・環境」分野の研究成果・情報を国際的に広く発信するための枠組みに

焦点があてられた。研究協力連携では、多国間での研究協力体制を築くことが、相手国とより重層

的な関係に繋がることから、それぞれのＮＯＥの多国化が求められた。また、NECSE設立について

は、AUN未加盟機関の参加方法につき、引き続き検討していくこととなった。最終的に、下記のよう

に“バンコクイニシアティブ2009”が纏められ、WREC-2009全体会議のクロージングセッションに

て、吉川暹議長より読み上げられた。 

 

5th SEE Forum: Bangkok Initiative 2009 

 

Recognizing that global warming is one of the most challenging problems for sustainable en

vironment, particularly in the Asian region, Asian countries are expected to step up efforts t

o mitigate climate change so as to safeguard our environment and maintain a sustainable soc

iety. Under these circumstances, on 18th – 21st May 2009, SEE Forum, Joint Graduate Schoo

l of Energy and Environment (JGSEE), and Kyoto University Global COE Program co-hoste

d a meeting of 5th SEE Forum in Bangkok, Thailand.  

 

The meeting was convened to further discuss research and education cooperation on new ene

rgy initiatives among Asian Countries. The meeting brought together, from 12 countries, over

 76 participants who are committed to that objective. The meeting was co-chaired by Emerit

us Professor Susumu Yoshikawa of Kyoto University, Japan, and Associate Professor Bundit 

Fungtammasan, Director of JGSEE, Thailand. 

 

The meeting focused on Human Capacity Building and Research Collaboration among Asian



 countries toward a low carbon economy and a sustainable society. In the meeting, current s

tatus of national SEE Forum activities in member countries were reported. The action plans 

for establishment of New Energy Consortium for Sustainable Environment (NECSE), Journal 

of Sustainable Energy and Environment (JSEE), and SEE Forum young researchers network 

were discussed. In Particular, the concept of NOE or “network of excellences” was further e

laborated and roundtable meetings for each NOE were held. These NOEs include: Solar-ener

gy, Bio-energy and Biofuels, Clean Coal Technology, Energy and Environment Policy Plannin

g, Storage and hydrogen energy. The meeting was carried out in cooperation with several Ja

panese governmental funding agencies. 

 

At the final stage, the proposal of SEE Forum Action Plan 2009 was discussed. The propos

al set forth further actions that will address among others, (1) Research issues, (2) Education

 and training issues, (3) Networking issues, and (4) Project financing issues, toward the Ne

w Energy Initiative. 

 

All SEE Forum participants consented to the following plan of actions; 

 

1. To establish the SEE Forum at each country and the NOEs, and to further elaborate on priority 

programs for bilateral and multilateral collaboration for each NOE． 

2. To cooperate in the establishment of NECSE, particularly to expedite the process of extending 

the membership to non-AUN members.    

3. To form the SEE young researcher forum by setting up the framework and recruiting members 

4. To begin publishing, by JGSEE, the JSEE (Journal of Sustainable Energy and Environment), 

which has been approved by the meeting as the official journal of SEE Forum 

5. To cooperate in the preparation of and participation in the 6th SEE Forum in Yogyakarta in 

November 2009, and the 7th SEE Forum in Hanoi in September 2010.    

6. To secure funding for SEE Forum activities, multilateral and bilateral. The information on 

possible source of funding presented by the funding agencies at the meeting will be compiled 

7. To create a directory of researchers and young researchers of the SEE Forum members  

 

5月22日（金） 

エクスカーション（1: Royal Project of Chiralada Palace, 2: Exhibition tour） 

２２日はエクスカーションとして、タイ王国プロジェクトの見学ツアー、WREC企業展示ブース見学ツ

アーが実施された。 

効果、問題

点、今後の

展望と課題 

○実施した効果を具体的に記載 

(1) NOE設立 

Network of Excellence のコンセプトがSEE フォーラム参加メンバー間で入念に練られ、太陽エネ

ルギー、バイオエネルギー、クリーンコールテクノロジー、エネルギー環境政策研究、蓄電水素エ

ネルギーのグループに分けた初のラウンドテーブル会合を実施することが可能となった。その結

果、各グループのコーディネーターおよび参加メンバーが明らかとなり、具体的な研究連携に向け



た体制整備が飛躍的に進んだ。 

 

(2) NECSE設立 

ASEAN University Network (AUN)の全面的な協力が表明され、NECSE設立のための京都大学

とAUN間の学術協力協定（MOU）の締結が現実的になった。また、AUN非加盟大学ともNECSE設

立に関して協力して推進し、NECSE参画プロセスにつき協議していくこととなった。 

 

(3) National SEE Forum設立促進  

日本、インドネシア、フィリピン、タイ、ベトナム、インドで既にNational SEE Forumが設立され、各

国内のネットワークが整備されていることが分かった。また、これらの報告がその他の国・研究機関

の刺激となり、National SEE Forum設立に向けた各国の取り組みを促進させる波及効果を生ん

だ。 

 

(4) SEEフォーラム国際誌(JSEE)の発行 

SEE Forumが編集する世界初の「エネルギー環境分野」の国際誌出版が現実的になり、研究成果

を世界に広く発信するための媒体が整備された。 

 

(5) ファンディング機関との情報共有体制 

研究者とファンディング機関が同席したミーティングを実施したことにより、双方で具体的な制度や

研究テーマ等のターゲットを見据えた協議を実施することが可能となった。研究者にとっても、日本

の関連する国際共同プログラム制度や具体例を把握することが可能となった。 

 

(6) 文部科学省との連携 

日ASEANの研究協力活動の受け皿としてSEE Forumの活用を５月２８日の日・アセアン科学技術

協力委員会で提案して頂き、日本の政策とも合致した活動として発展することが可能となった。 

 

○ 実施上の問題点を具体的に記載 

タイ国での本事業実施に関し、多方面からのご支援により円滑かつ実りの多い会議となった。しか

しながら、以下のような外部要因により、参加予定者の変更を含め、若干の影響があった。 

(1) タイ国内デモの対応 

昨年度より続くタイの政情不安により、３月にはタイ国内で大規模な政治デモが発生し、会議開催

が危ぶまれた。幸い、タイ国JGSEEとの密接な連携により、滞りなく会議を開催することができた。 

 

(2) 新型インフルエンザの対応 

５月に入り突然新型インフルエンザの流行騒ぎがあり、会議参加者およびプログラムの変更を余儀

なくされ、会議開催直前までプログラムの確定が困難であった。 

 

○ 今後のコミュニティ形成に向けての展望と課題を具体的に記載 

各国のSEE Forumを樹立し、各国内の連携体制を構築するとともに、NOEを通じた多国間の連携

体制を樹立する必要がある。また、各国内のSEE Forumを維持するため、自国での予算化を整備



する仕組みが必要である。これまでのSEE Forum会議開催の経緯から、会合ホスト国からNational

 SEE Forum設立が進んでおり、今後も同メカニズムで各国のネットワーク整備を推進する。 

反省事項 ○ 上記事項に関する反省点を記載 

National SEE Forumの設立が進んでいる国では、SEE Forum参画への予算化を検討している

が、依然、Forumへの参加には日本からの支援が必要とされている。今回は、日本のファンディン

グ機関から参加協力を得られたが、アジア諸国のファンディング機関からの参加協力の調整が遅

れたことが反省点である。今後、アジア諸国のファンディング機関の協力を促し、各国での予算化

を促進させることが必要である。このために、次回のＳＥＥ Forumには、関係国のファンディング機

関の会議への参加を依頼し、SEE Forum活動に対する理解を深めることも必要であろう。 

また、今回のプログラムでは、それぞれの発表後に質疑応答の時間がなく、会場からのフィードバ

ックが十分得られていないという指摘があった。また、発表資料の配布、バンコクイニシアティブの

調整等につき、事前準備が更に必要であった。以上の点を改善して、次回の活動に生かしたい。 

 

○ 他の実施者に参考となる事項を中心に記載 

（１） 海外研究者の招へいは、日本の旅行代理店と連携して一括して実施することにより、スム

ーズに実施することが可能である。 

（２） 研究者ネットワークの発展には、若手からシニアまで多層的な参画が重要であり、特に継

続的な若手研究者の参加を実現することが効果的である。 

特記事項 ○気づき事項、要望等を記載 

各国の招聘者のケアおよび、会場の準備、会議アシスタントとしてSEE Forum参画機関の学生・若

手研究者が無償で主体的に対応し、裏方として会議運営を円滑に支えた。今後もこういったボラン

タリーベースでの学生・若手の協力が必要であり、魅力のある仕組みを作ることがフォーラムの持

続性にとって重要であると思われる。 

 


